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かわら版愛読者の皆様からのご要望にお応え
して、今秋「高野山バスツアー」を行います。宿
坊に泊まって奥の院を参拝。
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平成 25年 10月 26日 ( 土 )-27日 ( 日 )
一泊二日〈覚王山 /名古屋駅発着予定〉

費用 24,000円　/　定員 40名様
1 日目 :  8 時頃名古屋発～ 15時頃高野山着

　宿坊「熊谷寺」泊

2日目 : 奥の院～橿原神宮～ 19:30 頃名古屋着
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記

　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

お
彼
岸
の
季
節
で
す
。
暑

さ
寒
さ
も
彼
岸
ま
で
。
朝

晩
は
冷
え
込
む
日
も
あ
り

ま
す
。
く
れ
ぐ
れ
も
ご
自

愛
く
だ
さ
い
。

　

お
彼
岸
は
、
日
本
独
特

の
行
事
と
し
て
平
安
時
代

に
始
ま
り
ま
し
た
。
初
め

て
お
彼
岸
が
行
わ
れ
た
の

は
八
○
六
年
。
非
業
（
ひ

ご
う
）
の
最
期
を
と
げ
た

早
良
（
さ
わ
ら
）
親
王
を

悼
み
、
崇
道
天
皇
の
名
を

お
く
っ
て
鎮
魂
し
た
行
事

が
始
ま
り
と
の
こ
と
で
す
。

　

先
月
お
伝
え
し
た
と
お

り
、
日
本
で
最
初
に
行
わ

れ
た
盂
蘭
盆
会
は
六
○
七

年
。
仏
教
を
日
本
に
浸
透

さ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
聖

徳
太
子
の
時
代
。
お
彼
岸

の
始
ま
り
は
そ
れ
か
ら
約

二
百
年
後
で
す
。

　

同
じ
頃
、
唐
に
渡
っ
た

最
澄
と
空
海
。
最
澄
が
八

○
五
年
に
帰
国
、
空
海
は

奇
し
く
も
お
彼
岸
が
始
ま

っ
た
八
○
六
年
に
帰
国
し

ま
し
た
。

　

中
国
（
宋
）
僧
が
一
二

六
九
年
（
鎌
倉
時
代
）
に

来
日
し
た
時
の
記
録
の
中

に
「
日
本
に
は
春
と
秋
に

彼
岸
と
い
う
行
事
が
あ
る
」

と
記
し
て
い
ま
す
。
鎌
倉

時
代
に
は
武
士
の
間
で
お

彼
岸
の
風
習
が
定
着
し
、
江

戸
時
代
に
は
庶
民
に
も
広

ま
っ
た
よ
う
で
す
。

　

お
彼
岸
の
日
の
出
は
真

東
、
日
没
は
真
西
。
夕
刻
、

日
没
方
向
を
望
む
と
極
楽

浄
土
を
体
感
で
き
る
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

「
彼
岸
」
は
サ
ン
ス
ク
リ

ッ
ト
語
（
梵
語
）
の
「
波

羅
密
多
（
は
ら
み
っ
た
）
」

の
意
訳
。
「
向
こ
う
岸
に
渡

る
」
と
い
う
意
味
。
欲
（
虚

飾
）
と
煩
悩
に
満
ち
た
「
此

岸
（
し
が
ん
）
」
を
離
れ
、
寂

静
（
じ
ゃ
く
じ
ょ
う
）
の

世
界
で
あ
る
「
彼
岸
」
に

渡
っ
て
、
心
を
鎮
め
る
と

い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

昼
夜
当
分
の
こ
の
日
は
、

苦
楽
に
偏
ら
な
い
「
中
道
」

を
意
味
し
、
前
後
三
日
ず
つ

で
菩
薩
の
修
行
を
表
す
「
六

波
羅
蜜
」
の
「
六
」
を
表
現
。

し
た
が
っ
て
、
お
彼
岸
の

こ
と
は
「
お
中
日
（
ち
ゅ

う
に
ち
）
」
と
も
言
い
ま
す
。

　

昭
和
二
十
三
年
に
定
め

ら
れ
た
「
祝
日
法
」
で
は
、

春
分
の
日
を
「
自
然
を
た

た
え
、
生
物
を
い
つ
く
し

む
日
」、
秋
分
の
日
を
「
祖

先
を
う
や
ま
い
、
亡
く
な

っ
た
人
を
し
の
ぶ
日
」
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

人
間
は
欲
を
満
た
す
た

め
に
自
然
や
生
物
を
犠
牲

に
し
て
い
ま
す
。
祖
先
な

く
し
て
今
の
人
間
は
あ
り

ま
せ
ん
。
お
彼
岸
は
、
自

然
や
生
物
に
感
謝
し
、
祖

先
に
思
い
を
は
せ
、
人
間

社
会
の
あ
り
様
を
省
み
る

日
と
言
っ
て
よ
い
で
し
ょ

う
。

※


